
講演内容�

1. はじめに �
2. 県歯科医師会との連携による口腔癌検診�
����1) 口腔癌検診の特徴��
����2)�今回の検診結果 �
3. 岩手県大槌町における口腔粘膜健診�
����1) 口腔粘膜健診の内容��
����2) 健診結果�

「がん」と「癌」�

がん：悪性腫瘍全体 �

癌(癌腫）：上皮性腫瘍����

一般的には・・・・�

�cf) 肉腫 と区別することがある。 �

今日は、あまり厳密に区別しないで話します。 �

検診と健診�

・検診：�

・健診：�健康であるか否かを確かめるため、疾
病の危険因子があるかどうかをみてゆ
くもの。 �

1) 口腔をみる機会の多い歯科医が日常臨床で積極�

�����的に口腔癌を意識して発見する。 �

2) 広域で行う。 �

3) 各県の拠点病院と積極的に連携する。 �

4) 同時に患者への啓蒙も行う。 �

�今回の口腔癌検診の特徴��
→初期の口腔癌を掲示した。 �

→前癌病変の癌化した例も
掲示した。 �



→好発部位、色、形、
経時変化をチェックで
きるようにした。 �

→記載が簡便な紹介
状を作成した。 �

→啓蒙と同時に歯科
医の新たな社会的存
在意義を示した。 �

－岩手医科大学口腔外科における途中経過 － �

（2010年4月~2012年3月）�

全新患数	
全紹介患
者数	

全悪性腫
瘍患者数	

専用情報
提供用紙
数	

専用情報提供
用紙中の悪性
腫瘍患者数	

顎口腔外科�
（旧・第一口腔外科）�

3,459� 2,138� 69� 20� 4�

歯科口腔外科�
（旧・第二口腔外科）�

3,863� 2,006� 91� 32� 4�

合計� 7,322� 4,144� 160� 52� 8�
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大槌町における口腔粘膜健診� 大槌町における口腔粘膜健診�

大槌町における口腔粘膜健診� 大槌町における口腔粘膜健診�

受診者数� 平均年齢� 男女比�

2011年� 2,001� 61.4±14.4� 0.62�

2012年� 1,537� 63.2±13.6� 0.61�

2013年� 1,445� 64.4±13.3� 0.58�

2014年� 1,290� 65.3±12.9� 0.58�

2015年� 1,257� 66.3±12.7� 0.56�

大槌町における口腔粘膜健診�

男性� 女性� 合計�

平成23年� 773名� 1,237名� 2,010名�

平成24年� 568名� 924名� 1,492名�

大槌町における口腔粘膜健診�
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大槌町における口腔粘膜健診�

→本健診で前癌病変、前癌状
態の方が多く見つかり、治療を
受けることができた。 �

→岩手県歯科医師会・岩手医科大学歯学部�
�� 口腔外科学分野連携による口腔癌検診�
��（個別検診）��
�� （2010年4月~�����）�

われわれが経験した癌検診�

1. 県歯科医師会との連携による口腔癌検�

�2.大槌町における口腔粘膜健診�
→厚生労働科学特別研究「東日本大震災被災者の���
���健康状態等に関する調査」�
��（集団検診）�
   （2011年12月~�������）�

われわれが経験した癌検診�

1. 県歯科医師会との連携による口腔癌検診�

2.大槌町における口腔粘膜健診�

→精度の高い発症率の算出できる。 �

→岩手県歯科医師会・岩手医科大学歯学部�
�� 口腔外科学分野連携による口腔癌検診�
��（個別検診）��
�� （2010年4月~�����）�

→生活習慣や全身疾患との関連を究明すること�
���で、口腔粘膜疾患の発症因子の解明につながる。 �

われわれが経験した癌検診�

1. 県歯科医師会との連携による口腔癌検診�
→日本の都市は分散して存在し、集団健診は回数�
���が多くなり、検診側の負担が大きい。 �

→岩手県歯科医師会では15.4％が悪性腫瘍で、 �
���このうち71.4％がStage I, II の初期癌。 �



口腔癌の早期発見は誰が行うか？� 口腔癌の早期発見は誰が行うか？�


